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第1特集 

温室効果ガスの削減

グリーン物流とは、環境にやさしい

物流のことです。地球温暖化対策や資

源の有効利用のため、多くの企業が積

極的に取り組んでいます。

企業がグリーン物流に取り組み始め

た背景には、京都議定書の存在があり

ます。京都議定書は、世界各国が温室

効果ガスの削減を約束した条約です。

地球温暖化の原因は、ＣＯ２をはじめ

とする温室効果ガスの増加にあります。

この温室効果ガスを世界各国が協力

して減らしていこうということになり、

京都議定書ができました。

このなかで日本は、温室効果ガスを

1990年に比べて６％減らすことを、諸

外国に対して約束しています。その期

限は2012年です。

京都議定書の約束を守れるように、

日本政府も本腰を入れはじめていま

す。2006年には省エネルギー法が改

正され、企業に対して「物流の省エネ

ルギー化」を義務付けました。とくに大

企業は、2012年までの５年間で物流

活動から排出するＣＯ２を５％改善する

ことが義務となりました。

資源の有効活用

グリーン物流が必要とされるもう一

つの理由に、資源の有効利用がありま

す。石油をはじめとする天然資源は、

将来不足することが確実です。中国や

インドなどの新興国が経済発展を維持

するために、これまで以上の大量の石

油を必要とするからです。

企業物流は石油に依存しています。

貨物輸送では、軽油やガソリンなど化

石燃料を直接燃やしてエネルギー源と

しているからです。天然資源をいかに

有効活用していくかが、企業物流にも

求められています。

グリーン物流のメリット

地球温暖化対策には、コストがかか

ると思われがちです。しかし、「物流コ

ストの削減」と「物流の環境対策」との

両立は可能です。「物流の環境対策」に

よって、結果的にさまざまなムダを省け

るためです。つまり、グリーン物流は、

物流効率化の新たな切り口になるので

す。グリーン物流に企業の注目が集ま

るもう一つの理由はこの点にあります。

では、具体的にどのような効率化が

できるのか、本稿ではトラック輸送と包

装の２つについてとりあげ、解説してい

きます。

元凶はトラック輸送

年間１億トン。これが企業物流によ

って排出されるＣＯ２です。日本全体で

は年間約13億トンを排出しているの

で、そのうちの８％を物流が排出して

いる計算になります。

国内の物流はトラック輸送が主流で、

全体の６割弱を占めており、残り４割が

鉄道や船になります。トラックは鉄道や

船より燃費がよくありません。同じ重さ

の荷物を同じ距離だけ運ぶと、トラッ

クは船の４倍、鉄道の８倍の燃料を使

います。

実に、企業物流が排出するＣＯ２の９
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ーダルシフト」と呼ばれています。

トラックから船に変えればＣＯ２は

1/4に、鉄道にすれば1/8まで減らせ

ます。また、モーダルシフトすれば、輸

送距離が長くなるほど、トラック輸送よ

りもコストが安価になり、とくに輸送距

離が500ｋｍを越えると、かなり有利に

なります。

ただ、鉄道や船はトラックよりも走行

速度が遅いため、輸送に要する時間

（リードタイム）が長くなってしまいます。

モーダルシフトを実施するには、途中

の作業工程を短縮してリードタイムを維

持するなど、作業改善とセットで行うこ

とが肝心です。発荷主と着荷主が協議

して、納期をやや長めに設定するとい

った方法も考えられます。

積載率とは、トラックの積載可能量

に対する実際の積載量の割合です。日

本全体で見ると、トラックの積載率は約

50％という統計があります。道路を走

っているトラックの荷台には、平均して

半分の貨物しか積んでいないことにな

ります。

このようなムダを助長する要因が、

物流量の波動です。

物流には、輸送量の多い日と少ない

日の差が大きいという特徴があります。

たとえば食品や日用雑貨などの消費財

の場合、小売店に顧客の集まる土日の

繁忙日にあわせて商品を供給します。

従って、週末前の金曜日や土日あけの

月曜日や火曜日に、出荷が集中する傾

向があります。

難しいのは業種や商品の特性によ

って、物流量の波動が異なる点です。

この物流量の増減を予測し、その波動

にあわせて輸送体制を組まなければ、

積載率が極端にさがってしまいます。

商品を買う側の事情は、商品を売る

側の企業には分かりにくいため、物流

量の変化はなかなか予測しにくいもの

ですが、ある日用雑貨の卸店では、週

末セールの内容を記した新聞の折り込

みチラシを小売店の本部から事前に入

手し、それを分析して週末の物量を予

測しています。その結果この店では、

週前半の配送ルートと週末の配送ルー

トを組みかえ、20％のＣＯ２とそれに相

当する配送コストの削減に成功しまし

た。

積載率を向上するには、商品サイズ

をパレットサイズにあわせることも大切

です。パレットとはフォークリフトで搬送

するときに使う輸送用の板のことで、業

界によってサイズが若干異なりますが、

多くは縦横1.1メートルです。

運ぼうとする商品がこのパレットサイ

ズに適合していないと、パレットに余分

なスペースが生まれてしまいます。商

品の縦や横の長さの整数倍が、パレッ

トの大きさにあっているのが望ましい

商品サイズになります。

トラックの荷台についても同様です。

割がトラックによるものです。輸送量は

全体の６割しかないにもかかわらず、

です。企業物流の地球温暖化対策は、

トラック輸送に焦点をあてる必要があ

るゆえんです。

トラック輸送のＣＯ２削減には、次の

３つの方策があります（図表1）。

第一の方策は、燃費の改善です。最

近普及しているのは、「エコドライブ」と

呼ばれる、燃費ロスを防ぐ運転方法で

す。「急発進をしない」「アイドリングスト

ップをこころがける」などのちょっとし

た運転の工夫で燃費を改善しようとす

るものです。大きな設備投資を必要と

せず、一人ひとりのドライバーの心がけ

だけで、燃費とコストを改善できる優

れた取組みといえるでしょう。

エコドライブは運送会社の取り組み

と思われがちですが、最近では荷主企

業が運送会社と協力して推進するケー

スが見られます。

トラック輸送にかかる原価の２割程

度が燃料費といわれています。エコド

ライブによって10％の燃費改善ができ

れば、トラック輸送の原価が２％削減で

きるわけです。その分、荷主企業が支

払う運賃を安くできる余地が生まれま

す。実際、ある食品メーカーが約５千

台の配送車両を対象にエコドライブに

取り組んだところ、燃費を約11％改善

した例があります。

｢エコタイヤ｣の利用もトラックの燃費

を改善します。タイヤと道路との間で

は、摩擦などの抵抗力が生じています。

これを「転がり抵抗」といいます。エコ

タイヤはこの摩擦を小さくすると同時

に、タイヤ自体も軽量化して「転がり抵

抗」を少なくします。

また、長距離輸送の場合は、鉄道や

船など燃費のよい輸送方法への転換も

有効です。トラックから別の輸送方法

（モード）へ変えるという意味から、「モ

燃費の改善1

積載率の向上2

図表1　トラック輸送のCO2削減策 

エコドライブ推進 

エコタイヤの利用 

モーダルシフト（船、鉄道利用） 

燃費改善 

物量波動への対応 

物流ロットの見直し 

製品サイズの見直し 

積載率向上 

拠点配置の見直し 

輸送計画の見直し 

帰り便の利用 

輸送距離短縮 

CO2削減 
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4トントラックの荷台の幅は、内寸で約

2.2～2.4メートルとなっていて、1.1メ

ートルのパレットを、ちょうど２列並べら

れる寸法です。トラックの内寸に適合

していない商品を運ぼうとすると、ムダ

な空間が生まれてしまいます。

もっとも、商品サイズに由来する問題

は、物流の時点では解決できません。

商品設計の段階で、パレットや荷台の

サイズを考慮することが大切です。設

計部門やマーケティング部門に、パレッ

トサイズやトラックの荷台サイズを伝え

るだけでもずいぶん改善されます。

距離が短縮できれば、使用する燃料

が減り、ＣＯ２も減ります。

物流ネットワークのよしあしは、物流

効率を左右します。物流ネットワークの

「つなぎ目」が物流拠点です。したがっ

て、物流拠点の立地や数が最適なの

か、総輸送距離の観点からチェックし

ます。具体的には、工場や仕入先、物

流拠点、得意先を結んだネットワーク

図を書いて、モノの動きを距離で計測

するとよいでしょう。

マーケットや商品構成が変われば、

総輸送距離も徐々に変化してきます。

この変化を見過ごすと、ムダな輸送が

常態化してしまいます。輸送距離が伸

びていれば、物流拠点の配置・数の見

直しによって、短縮できる可能性があ

ります。

このほか「帰り便」の利用も効果的

です。商品を貸し切りトラックで配送し

た後、別の荷物を積まなければ、荷台

が空のまま帰ることになります。これを

「空車の帰り便」と呼びます。統計によ

れば、なんとトラックの３割は、荷物を

積んでいない「空車」なのです。

この「空車の帰り便」を積極的に利

用する、「求貨求車」と呼ばれるビジネ

スがあります。コールセンターやインタ

ーネットを介して、「空車を探して荷物

を運びたい荷主企業」と、「空車がある

ので運ぶ荷物を探す運送会社」とをマ

ッチングするのです。

このシステムを利用することによっ

て、空車による「ムダな」走行距離を減

らすことができます。今後のさらなる普

及が期待されます。

「見える化」が成功要因

グリーン物流を推進する上で、「見え

る化」は最大のポイントです。物流に

おけるＣＯ２削減量を把握するために

は、燃料使用量、走行距離や燃費など

の走行データの収集が必要となります。

これらのデータによって、管理精度が

あがり、それまで分からなかったムダ

が発見できるようになるからです。

従来、荷主企業はトラックの走行デ

ータにあまり関心を払ってきませんでし

た。トラックの効率は物流業者の問題

だと考えていたのです。しかし、ＣＯ２

削減のために燃費や積載率などトラッ

ク輸送の効率まで気にかけるようにな

った結果、これまで見えなかった無駄

が顕在化し、新たな効率化の余地を

見出す企業が増えています。

リデュースが基本

企業物流で消費する資源は化石燃

料だけではありません。そのほか、紙

やプラスチックなどの資材を大量に使

用します。用途は商品の包装や梱包で

す。たとえば、段ボール箱（板紙）、パ

レット（木製、プラスチック）、コンテナ・

輸送容器（プラスチック）、シュリンクフ

ィルム（ポリエチレンシート）液体用容

器（PET）などです。

包装材料を有効に利用するには、ど

のように進めればよいのでしょうか

（図表２）。

第1の視点は３Ｒです。３Ｒとは、リデ

ュース（Reduce）、リユース（Reuse）、

リサイクル（Recycle）の３つの頭文字

をとったものです。

リデュースは省資源、リユースは再

利用です。リサイクルはいったん資源

に戻してから利用することから、再生

利用を意味します。優先順位としては、

リデュース→リユース→リサイクルの順

となります。

リデュースでは、「包装そのものをな

くせないか」を検討します。輸送方法

を変えれば、包装が不要となるケース

もあります。また包装重量や体積をよ

り少なくできれば、燃費が改善しＣＯ２

を減らせます。

次に、包装材のリユースを検討しま

す。たとえば、繰り返し使用できる「リ

ターナブル容器」を利用することが考

えられます。商品を容器に入れて配送

した後、その容器を回収して再び商品

図表2　包装資材を有効利用する 

環境負荷の小さい素材を選択して使用する。 

包装資材そのものの重量を削減する。 

同業他社と規格を統一したリユース・リサイクル可能な包装を行なう。 

リデュース 

リユース 

リサイクル 

３
Ｒ 

設計条件が過剰な場合は、適正な包装に改善する。 

包装を省略する。 
例えば、新しい輸送手段によって包装そのものの必要性をなくす。 
 

荷扱いを丁寧にするなど条件を緩和して包装仕様を簡素化する。 

包装資材の省略 

設計条件の見直し 

輸送条件の見直し 

仕
様
の
見
直
し 

輸送距離の短縮3

包装材料の有効活用による
ＣＯ２削減
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をいれて配送します。同じ容器を何度

も繰り返し使うわけです。

リサイクルは、いったん資源に戻して

再利用します。ダンボールはそのように

して何度も繰り返して使われており、

リサイクルの優等生と言えます。

リユースとリサイクルについては、資

材を回収する際のＣＯ２排出量を考慮

するなど、ライフサイクル全般の環境負

荷の評価が必要です。また、リターナ

ブル容器など、他社と同一規格のもの

を使うことで全体的な使用量を少なく

できるものもあります。

包装材料を有効に利用するための

第２の視点は、設計段階に立ち返って

包装仕様を見直すことです。たとえば、

家電製品など、輸送中の破損を気にす

る商品では、包装や内部の緩衝材が

オーバースペック（過剰包装）になりが

ちなので、適正化が必要です。

また、輸送品質や作業品質を改善

することで、より簡略な包装仕様へと

見直しできる場合も少なくありません。

最後に、グリーン物流による新規ビ

ジネスの可能性についてふれます。

企業が持続性のある地球温暖化対

策を行なうには、その対策がビジネス

上の何らかのメリットとして返ってくるこ

とが必要です。それによって、企業活

動と地球温暖化対策がリンクして、持

続性のある活動ができるようになりま

す。グリーン物流を起点に差別化や、

新たなビジネスを生み出すことができ

ればベストです。

マーケティング戦略を策定する際、

下村博史著

『図解 成功する
グリーン物流』

日刊工業新聞社◎定価：2730円（税込）

もっと読みたい人のための本

一般に４Ｃの視点から考えていきます。

４Ｃとは、顧客価値、顧客コスト、コミュ

ニケーション、利便性の４つの視点で

す。この視点から、グリーン物流を活

かした差別化やニュービジネスの可能

性を図表３に示しました。

最初に取り組むべきは、グリーン物

流によって「ＣＯ２削減に貢献している」

ことを顧客や仕入先に明確に伝えるこ

とでしょう。それによって、環境に配慮

する企業として評判が高まり、ブランド

力が向上します。ＣＳＲ（企業の社会的

な責任）が重視されるようになったい

ま、地球温暖化対策に積極的であるこ

とをアピールすれば、顧客の共感を得

て、ビジネスを活性化できるのです。

逆に環境対策に消極的な企業は、

低い評価しかされません。これを、カ

ーボンリスクと呼ぶことさえあります。

このようにマーケティング戦略やＣＳ

Ｒ戦略とともにグリーン物流を推進す

ることで、付加価値を生み出すことが

可能です。グリーン物流と企業戦略が

良いサイクルをつくり、お互いが相乗効

果を生み出せるようにする工夫が大切

なのです。

図表3　グリーン物流起点の新規ビジネス 

新規事業 新しい顧客サービス 差別化 

顧客価値 
（Customer value） 

顧客コスト 
（Customer Cost） 
 

コミュニケーション 
（Communication ） 

利便性 
（Convenience ） 

グリーン物流を切り口とする 
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